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第51回

特
任
院
長
補
佐
・
事
務
部
長
　
佐さ

井い

　
良よ
し

昌ま
さ

「
医
療
を
上
手
に

使
う
こ
と
」 

に
つ
い
て

知
っ
と
こ
う
か

マ
イ
ナ
保
険
証
の
活
用
が
安
全
で

ス
ム
ー
ズ
な
受
診
に

　
マ
イ
ナ
保
険
証（
健
康
保
険
証
と
し
て

登
録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）を
使

う
と
、こ
れ
ま
で
に
使
っ
た
お
薬
や
検
査

の
情
報
を
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
が
確
認
で

き
、よ
り
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
診
療
に
つ
な

が
り
ま
す
。カ
ー
ド
を
機
械
に「
ピ
ッ
」と

か
ざ
す
だ
け
で
受
付
が
で
き
る
た
め
、待

ち
時
間
の
短
縮
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

は
、「
医
療
を
上
手
に
使
う
」こ
と
で
す
。日

頃
の
健
康
管
理
、正
し
い
受
診
、マ
イ
ナ
保

険
証
の
活
用
な
ど
、皆
さ
ん一
人
ひ
と
り
の

行
動
は
、ご
自
身
の
健
康
保
持
だ
け
で
な

く
、甲
賀
市
の
医

療
の
未
来
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は「
か
か
り
つ
け
医
」に
相
談
を

　

皆
さ
ん
は「
か
か
り
つ
け
医
」を
お
持
ち

で
す
か
。か
か
り
つ
け
医
と
は
、普
段
か
ら

体
の
こ
と
を
相
談
で
き
る
、身
近
な
医
師

の
こ
と
で
す
。甲
賀
市
に
は
、地
域
に
根
ざ

し
た
診
療
所
や
病
院
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。風
邪
を
ひ
い
た
と
き
や
、ち
ょ
っ
と
体

調
が
気
に
な
る
と
き
、ま
ず
相
談
で
き
る

医
師
が
い
る
と
安
心
で
す
。

　

甲
賀
市
は
、「
忍
者
の
里
」と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。甲
賀
流
忍
者
は
、薬
草
を

使
っ
て
薬
を
作
り
、け
が
や
病
気
に
そ
な
え

て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
今
で
い
う「
日
ご
ろ

の
健
康
管
理
」と
同
じ
考
え
方
で
す
。早
め

に
体
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。

　

公
立
甲
賀
病
院
は
、地
域
の
医
療
機
関

と
連
携
し
、必
要
な
と
き
に
専
門
的
な
医

療
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。体

の
異
変
を
感
じ
た
ら
、ま
ず
は
か
か
り
つ

け
医
、そ
し
て
必
要
に
応
じ
て
病
院
へ
。こ

の
流
れ
が
、地
域
全
体
の
医
療
体
制
を
守

り
育
て
ま
す
。
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　梅雨の時期はおうちにこもりがち。でも、鉄道に乗れば雨の日ならではの景色を気軽に楽しめます。
　いつもと少し違う、雨の日のおでかけを楽しんでみませんか？

雨の日こそおでかけ♪ 車窓からの絶景と父の日の寄り道旅

■「水鏡」パノラマを楽しむ！
　この時期は、水を張った田んぼが空を映す「水鏡」が見ごろ。
信楽高原鐵道や近江鉄道の車窓から、きらきらとした田園
風景や雨に映える新緑が広がります。

■お父さんと行く、「父の日」のプレゼント探し
　父の日には、お父さんと一緒にちょっと寄り
道もおすすめ。信楽焼や地酒などを選びながら
ゆったりとした時間を過ごしてみませんか。

オススメ水鏡スポット
＊牛飼周辺「水田」

信楽高原鐵道　
「貴生川駅」～「紫香楽宮跡駅」

＊近江鉄道線沿線パノラマ
「近江八幡駅」～「市辺駅」等

オススメスポット
＊滋賀県立陶芸の森

�コミュニティバス田代・畑・陶芸の森巡回線
「信楽駅」～「陶芸の森前」

＊美冨久酒造株式会社
近江鉄道「水口城南」徒歩15分

　古城山にあった城をバルーンで再現するイベント「よみが
えれ水口岡山城2026」が4月18日、19日に催されました。
　眺望に優れた水口岡山城は、豊臣秀吉が東国制覇のため
に築かせた城とされ、現在も石垣等が残る城跡は国史跡に指
定されています。
　当イベントは一般社団法人「水口岡山城の会」による毎年
開催で、新たな取り組みの城下を一望する茶室をイメージし
た「天

てん
空
くう

庵
あん

」では、来場者が抹茶と景色を楽しみました。

　甲賀町の油日神社例大祭において5月1日、県選択無
形民俗文化財の「奴振」が奉納されました。
　奴振は頭

とう
殿
どう

と呼ばれる祭
さい

主
しゅ

に従う供
とも

の行列で、5年に1
度奉納されます。前回は新型コロナウイルス感染拡大の
影響により中止となったため、実に10年振りの開催とな
りました。
　降り続く雨にもかかわらず参道には多くの見物客が訪
れ、威勢の良い歌と独特の振付に拍手が贈られました。

  バルーンでよみがえる  
  水口岡山城  

　水口神社一帯で春を告げる「水口曳山まつり」が４月１９
日、２０日に開催されました。
　宵宮祭では、各町内に提灯をまとった曳山が並び、水口
囃子の軽やかな音色が夜のまちをにぎやかに彩りました。
　例大祭では、趣向を凝らしたダシを載せた曳山が水口
神社へと奉納され、力強く曳き進められる姿に、大きな拍
手と歓声が広がりました。

  囃子が彩る曳山巡行  
  水口曳山まつり  

  10年振りに奉納  

  油日祭の奴
や っ こ

振
ふ り

  

◀︎斜面に設置された
　「天空庵」

来場者で賑わう会場と　
バルーンの城▶

甲賀市内のイベント情報は
ココからチェックしてね！

雨に濡れた参道を進む長
なが

持
もち

奴
やっこ

▼

▼水口神社に奉納される曳山

▲（公社）びわこビジターズビューロー 近江乃恵▶
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